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梓
 
 

一
、
は
じ
め
に
 
 

『
今
昔
物
語
集
』
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
と
、
時
と
し
て
い
き
な
り
陸
路
に
入
り
 
 

込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
は
『
今
昔
物
語
集
』
編
纂
の
正
確
な
時
期
が
不
明
で
あ
る
こ
と
、
一
部
の
巻
が
 
 

欠
け
て
い
る
こ
と
、
中
世
に
お
け
る
享
受
が
ほ
と
ん
ど
辿
り
得
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
っ
 
 

て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
か
て
て
加
え
て
、
基
本
的
に
他
文
献
の
引
用
 
 

に
よ
っ
て
集
全
体
が
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
文
章
中
の
編
者
 
（
＝
編
纂
〝
主
体
″
）
 
 

の
文
学
的
営
為
を
認
定
す
る
こ
と
に
常
に
困
難
が
あ
る
と
い
う
、
説
話
集
全
体
に
共
通
 
 

す
る
問
題
が
大
き
く
横
た
わ
る
。
要
は
こ
う
し
た
条
件
を
考
慮
に
入
れ
た
時
、
ど
の
よ
 
 

う
に
当
該
の
文
章
を
読
み
、
解
釈
を
固
定
し
、
そ
の
読
み
を
吟
味
・
検
討
す
る
の
か
と
 
 

い
う
こ
と
が
、
か
な
り
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

勿
論
、
諸
先
覚
も
同
じ
よ
う
な
問
題
に
突
き
当
た
っ
て
き
た
関
係
で
、
出
典
・
同
文
 
 

的
同
話
と
の
徹
底
的
比
較
や
、
あ
る
い
は
各
巻
の
冒
頭
敷
詰
、
特
に
巻
頭
話
の
重
視
と
 
 

い
っ
た
方
法
で
解
決
が
図
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
方
法
を
も
っ
て
し
て
 
 

も
な
か
な
か
解
決
の
出
来
な
い
巻
・
所
収
詰
も
現
れ
て
く
る
。
 
 
 

今
回
取
り
上
げ
る
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
と
い
う
存
在
に
つ
い
て
語
る
、
巻
二
十
七
第
十
 
 

「
 
お
よ
び
そ
の
収
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
巻
二
十
七
も
又
そ
う
し
た
巻
で
あ
り
所
収
話
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

巻
二
十
七
 
「
或
所
膳
部
見
善
雄
伴
大
納
言
霊
語
第
十
ご
 
は
、
次
の
よ
う
な
あ
ら
す
 
 

じ
を
持
つ
所
収
話
で
あ
る
。
 
 
 

「
行
疫
流
行
神
」
考
 
 

〔
咳
痛
が
ひ
ど
く
は
や
っ
た
年
に
、
某
家
に
勤
め
る
膳
部
の
前
に
赤
い
服
を
着
た
男
 
 

が
現
れ
、
自
分
は
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
と
な
っ
た
か
つ
て
の
大
納
言
伴
善
雄
で
あ
り
、
今
 
 

年
の
咳
病
は
本
来
疾
疫
に
よ
り
 
「
国
ノ
人
」
 
は
み
な
死
ぬ
と
こ
ろ
を
、
か
つ
て
の
 
「
国
 
 

ノ
恩
」
を
思
い
自
分
が
咳
病
と
な
る
よ
う
に
し
た
の
だ
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
せ
よ
う
と
 
 

思
い
現
れ
た
、
と
言
っ
て
消
え
た
〕
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

詣
の
筋
そ
の
も
の
は
難
解
と
は
言
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巻
t
一
十
七
第
十
一
 
 

に
は
問
題
が
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
は
、
な
ぜ
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
の
現
れ
る
本
所
収
話
が
巻
二
十
七
の
中
で
も
こ
の
 
 

第
十
叫
と
い
う
位
置
に
お
か
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
良
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
 
 

と
で
あ
る
。
 
 
 

そ
も
そ
も
巻
二
十
七
は
 
「
霊
鬼
」
と
い
う
表
題
を
持
ち
、
怪
異
な
存
在
を
扱
う
巻
で
 
 

あ
る
が
、
概
ね
そ
こ
に
現
れ
る
の
は
、
「
鬼
」
・
「
霊
」
・
「
精
」
・
「
野
猪
」
・
「
野
干
（
狐
）
」
 
 

∴
神
」
 
の
五
つ
の
種
別
の
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
鬼
」
 
は
「
人
を
殺
す
」
な
い
し
 
 

「
人
を
食
う
」
と
い
う
特
徴
を
有
し
、
対
し
て
 
「
霊
」
 
は
「
人
間
を
直
接
殺
さ
な
い
」
 
 

（
－
）
 
も
の
と
さ
れ
、
「
神
」
 
は
正
体
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
 
 
 

こ
の
時
、
仮
に
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
を
 
「
神
」
 
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、
直
前
・
直
後
の
 
 

二
所
収
話
す
な
わ
ち
第
十
と
第
十
二
は
そ
れ
ぞ
れ
「
鬼
」
 
の
話
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
 
 

二
所
収
話
に
挟
ま
れ
る
形
で
「
神
」
 
の
話
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
『
今
 
 

昔
物
語
集
』
の
二
話
一
類
の
性
質
か
ら
い
っ
て
も
不
思
議
と
言
っ
て
良
い
。
 
 
 

こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
先
行
研
究
を
見
て
み
る
な
ら
ば
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
 
 

（
ソ
ニ
 
 

系
『
今
昔
物
語
集
』
 
（
以
下
新
大
系
本
）
第
五
巻
に
お
け
る
森
正
人
氏
の
巻
二
十
七
各
 
 

巻
解
説
で
は
「
第
7
－
第
1
9
話
が
鬼
」
と
述
べ
ら
れ
、
『
今
昔
物
語
集
を
学
ぶ
人
の
た
め
 
 

T
J
）
 
 

に
』
に
載
せ
ら
れ
る
川
鶴
進
一
氏
に
よ
る
全
巻
構
成
表
で
も
、
「
1
～
3
1
 
霊
・
鬼
・
精
」
 
 

と
さ
れ
、
「
4
2
～
4
5
 
鬼
神
」
と
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
第
十
一
を
「
神
」
 
の
話
と
 
 

し
て
は
扱
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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と
い
う
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
又
、
森
氏
は
同
時
に
『
今
昔
物
語
集
宇
治
拾
遺
物
語
必
 
 

▲
」
こ
 
 

携
』
 
「
霊
」
 
の
項
の
中
で
、
「
行
疫
流
行
神
」
を
 
「
御
霊
」
と
見
な
し
た
上
で
、
善
雄
が
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
と
し
て
は
 
「
行
疫
流
行
〝
神
″
」
 
と
あ
る
も
の
を
、
に
わ
か
 
 

に
は
他
の
種
別
に
分
類
し
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
し
て
如
上
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
行
疫
流
行
神
」
に
つ
い
て
 
 

再
度
考
察
を
行
う
こ
と
で
巻
二
十
七
第
十
一
さ
ら
に
は
巻
二
十
七
全
体
に
つ
い
て
も
い
 
 

さ
さ
か
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
見
方
が
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
も
思
う
の
で
あ
 
 

る
。
と
い
う
の
も
通
常
こ
の
様
な
場
合
、
所
収
話
と
他
文
献
す
な
わ
ち
出
典
・
同
文
的
 
 

同
話
・
類
語
と
い
っ
た
も
の
と
の
比
較
か
ら
内
容
を
読
み
解
い
て
い
く
の
が
常
道
な
の
 
 

で
あ
る
が
、
巻
二
十
七
は
そ
れ
ら
が
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
別
の
方
法
に
依
 
 

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
行
疫
流
行
神
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
 
 

ヽ
－
 
0
 
 

レ
 
 

二
、
先
行
注
釈
・
研
究
に
つ
い
て
 
 

こ
こ
で
は
先
行
の
近
年
の
諸
注
釈
・
諸
研
究
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
 

に
つ
い
て
捉
え
て
い
る
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。
 
 
 

ま
ず
注
釈
で
あ
る
が
新
大
系
本
で
は
、
一
〇
六
頁
注
十
七
に
 
 

疫
病
を
は
や
ら
せ
る
神
。
「
行
疫
神
」
（
巻
十
三
・
3
4
）
・
「
疫
神
」
（
巻
二
〇
・
1
8
）
 
 

と
も
。
「
オ
ソ
ロ
シ
グ
ナ
ル
者
ド
モ
」
 
（
古
事
談
三
・
6
3
）
「
異
類
異
形
ナ
ル
、
其
 
 

数
モ
不
知
」
（
沙
石
集
・
五
本
・
1
）
と
、
夜
に
横
行
す
る
鬼
神
と
し
て
想
像
さ
 
 

れ
て
い
た
。
こ
の
世
に
恨
み
を
残
し
て
死
ん
だ
も
の
、
特
に
政
治
的
犠
牲
者
は
御
 
 

霊
と
な
っ
て
国
土
に
妖
災
疫
病
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
 
 

「
疾
疫
」
 
を
 
「
咳
病
」
 
に
と
ど
め
た
こ
と
か
ら
 
「
御
霊
は
疫
神
と
守
護
神
の
二
面
を
備
 
 

え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
j
 
と
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
大
系
 
 

本
各
巻
解
説
で
巻
二
十
七
第
十
一
を
 
「
鬼
」
 
の
話
と
す
る
点
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
 
 

森
氏
の
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
猶
疑
問
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
 
 

（
5
）
 
 
 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
今
昔
物
語
集
』
 
（
以
下
新
編
全
集
本
）
第
四
巻
に
お
け
 
 

る
四
三
頁
注
一
七
で
は
、
 
 

と
し
、
『
和
名
類
衆
抄
』
を
ひ
い
て
「
行
疫
流
行
神
」
に
「
え
や
み
の
か
み
」
と
い
う
訓
 
 

を
与
え
て
い
る
。
 
 

（
6
）
 
 
 

近
時
の
研
究
上
で
は
、
佐
藤
弘
夫
氏
『
起
請
文
の
精
神
史
－
中
世
世
界
の
神
と
仏
』
 
 

（
以
下
『
起
請
文
の
精
神
史
』
）
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
氏
は
、
「
綾
部
時
光
等
起
 
 

請
文
」
 
に
み
ら
れ
る
 
 

と
い
う
記
述
や
永
仁
四
年
 
（
一
t
一
九
六
）
 
の
 
「
久
長
起
請
文
」
 
に
見
え
る
、
 
 

大
日
本
国
中
大
小
諸
神
、
惣
ハ
奉
始
天
照
大
神
・
王
城
鎮
守
諸
大
明
神
、
別
ハ
熊
 
 

野
・
金
峯
・
白
山
・
山
王
・
北
野
・
平
野
・
賀
茂
上
下
・
春
日
大
明
神
・
稲
荷
－
 
 

祇
園
・
松
尾
、
殊
取
別
ハ
、
正
八
幡
・
大
仏
・
四
王
・
二
月
堂
大
聖
観
自
在
菩
薩
 
 

・
七
堂
三
宝
・
矧
倒
珂
痺
 

奉
始
上
梵
王
・
帝
釈
・
四
大
天
王
・
炎
魔
法
王
・
五
道
大
神
・
泰
山
府
君
、
殊
日
 
 

本
第
一
熊
野
・
金
峰
、
王
城
鎮
守
誇
大
明
神
、
御
寺
大
仏
・
八
幡
菩
薩
 
 

疫
病
を
は
や
ら
せ
る
神
。
「
行
疫
神
」
「
疫
神
」
と
も
。
和
「
痍
鬼
銅
M
…
机
」
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と
い
う
記
述
な
ど
を
挙
げ
な
が
ら
、
起
請
文
に
現
わ
れ
る
神
仏
の
相
を
分
析
し
、
「
疫
神
」
 
 

や
「
御
霊
」
と
い
っ
た
怨
霊
的
な
存
在
が
起
請
文
に
現
わ
れ
神
仏
と
併
せ
て
列
挙
さ
れ
 
 

て
い
る
理
由
を
、
本
来
大
陸
か
ら
の
輸
入
概
念
で
あ
っ
た
こ
う
し
た
存
在
が
取
り
込
ま
 
 

れ
日
本
化
し
て
行
く
と
い
う
、
中
世
日
本
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
存
在
に
対
す
る
祭
祀
の
 
 

深
化
及
び
神
道
の
確
立
に
求
め
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
時
、
所
謂
今
日
的
な
意
味
で
の
神
道
の
形
成
が
な
さ
れ
る
前
後
に
編
纂
さ
 
 

れ
た
と
さ
れ
る
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
現
れ
て
く
る
の
は
何
故
か
、
と
い
う
こ
と
 
 

を
含
め
こ
の
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
に
つ
い
て
様
々
な
問
題
が
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
 
 

が
了
解
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

三
、
行
疫
流
行
神
を
め
ぐ
っ
て
 
 

こ
こ
で
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に
 
「
行
疫
流
行
神
」
あ
る
い
は
 
「
行
疫
神
」
 
と
い
っ
た
 
 

存
在
が
諸
文
献
に
出
て
く
る
の
か
を
考
え
て
行
き
た
い
。
 
 

（
7
）
 
 
 

ま
ず
、
『
平
安
遺
文
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
用
例
か
ら
見
て
お
き
た
い
。
『
平
安
遺
文
』
 
 

で
は
 
 

奉
讃
 
 

般
若
経
五
千
大
官
巻
 
 

□
通
 
仰
旨
二
十
ケ
日
間
、
奉
為
 
噺
倒
d
川
劇
瑚
等
、
至
心
樽
讃
如
件
、
 
 

元
慶
四
年
正
月
十
五
日
 
 
 
童
子
賛
 
 

童
子
弟
 
 

童
子
滞
 
 

童
子
柴
 
 

（
「
大
般
若
経
巻
数
」
、
四
五
三
一
番
、
園
城
寺
文
書
、
傍
線
筆
者
以
下
同
）
 
 

と
い
う
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。
す
で
に
元
慶
年
間
（
八
七
七
～
八
八
四
）
に
「
行
疫
神
」
 
 

が
信
仰
さ
れ
て
い
た
乃
至
あ
る
種
の
祭
祀
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
 
 

そ
れ
が
園
城
寺
と
い
う
場
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
注
目
し
て
良
 
 

い
で
あ
ろ
う
。
猶
、
「
行
疫
神
」
・
「
行
疫
流
行
神
」
で
は
な
く
、
「
疫
神
」
の
用
例
が
「
疫
 
 

（
8
）
 
 

神
祭
」
 
の
形
で
六
例
あ
る
。
 
 
 

続
い
て
他
の
文
書
を
見
て
行
こ
う
。
ま
ず
先
行
研
究
が
巻
二
十
七
に
つ
い
て
陰
陽
道
 
 

の
存
在
の
大
き
さ
を
指
摘
す
る
と
こ
ろ
を
鑑
み
れ
ば
、
陰
陽
道
書
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
 
 

の
が
至
当
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
同
時
代
に
用
い
ら
れ
た
と
考
 
 

え
ら
れ
る
陰
陽
道
審
は
、
今
日
殆
ど
散
供
し
て
お
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
 
 

利
用
で
き
る
も
の
と
し
て
は
『
占
事
略
決
』
・
『
陰
陽
雑
書
』
が
あ
り
、
後
者
に
は
一
例
 
 

「
疫
神
在
所
」
の
形
で
「
疫
神
」
の
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
「
行
疫
神
」
・
「
行
疫
流
行
神
」
 
 

の
用
例
は
無
い
。
同
じ
く
陰
陽
道
書
『
豊
基
内
伝
』
「
疫
神
裁
断
日
」
条
に
は
一
例
「
行
 
 

疫
神
」
の
周
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
『
笠
箆
内
伝
』
成
立
の
時
代
は
、
一
般
に
一
 
 

一
二
〇
年
代
～
l
一
五
大
年
頃
と
言
わ
れ
る
『
今
昔
物
語
集
』
編
纂
期
よ
り
下
り
過
ぎ
 
 

て
お
り
、
陰
陽
道
と
 
「
行
疫
神
」
 
の
関
わ
り
は
窺
わ
せ
る
も
の
の
、
そ
の
様
相
を
示
し
 
 

｛
9
】
 
 

今
回
必
要
な
視
点
を
も
た
ら
す
と
い
う
所
ま
で
は
い
か
な
い
。
 
 
 

つ
い
で
、
仏
教
に
関
す
る
文
書
か
ら
。
先
ず
は
参
考
と
し
て
以
下
を
挙
げ
る
。
 
 

敬
霜
金
光
明
最
勝
王
桂
一
部
左
 
 

右
巳
上
罵
経
功
徳
並
用
荘
厳
 
 

太
山
府
君
 
平
等
大
王
 
五
道
大
神
 
 

土
府
水
官
 
行
和
樹
剋
王
 

及
善
知
識
 
胡
使
録
公
 
使
者
 
 

関
官
 
 

保
人
可
韓
 
及
新
三
使
 
 天

曹
地
府
 
伺
命
伺
録
 
 

府
君
諸
郎
君
 
 

検
部
暦
官
悪
 
 

風
伯
雨
師
等
状
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一
読
し
て
、
こ
れ
が
佐
藤
氏
の
挙
げ
た
「
綾
部
時
光
等
起
請
文
∵
「
久
長
起
請
文
」
と
 
 

よ
く
似
た
形
態
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

実
は
、
こ
れ
は
日
本
の
文
献
で
は
な
い
。
教
燵
で
発
見
さ
れ
た
所
謂
教
壇
文
書
の
、
 
 

（
1
0
）
 
 

ス
タ
イ
ン
六
八
八
四
と
い
う
『
最
勝
王
金
光
明
経
』
の
写
経
の
識
語
で
あ
る
。
こ
の
識
 
 

語
に
つ
い
て
は
、
既
に
金
岡
照
光
氏
が
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
道
教
の
つ
な
が
り
の
点
 
 

へ
ー
ー
）
 
 

か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
行
病
鬼
王
」
と
「
行
疫
流
行
神
」
と
で
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
資
料
が
存
在
 
 

す
る
意
味
を
考
え
る
な
ら
ば
、
佐
藤
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
を
越
え
て
、
中
国
仏
教
の
 
 

影
響
下
に
こ
う
し
た
形
態
の
定
型
文
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
先
程
の
起
請
文
 
 

や
そ
こ
に
現
れ
る
各
存
在
は
、
そ
う
し
た
視
野
抜
き
に
は
語
り
得
な
い
も
の
と
い
え
る
 
 

で
あ
ろ
う
。
 
 
 

筆
者
の
管
見
に
入
っ
た
限
り
に
お
い
て
は
、
「
太
山
府
君
・
五
道
大
神
・
司
命
・
司
 
 

録
」
 
と
い
っ
た
冥
官
を
伴
う
こ
う
し
た
文
型
は
、
密
教
の
修
法
の
中
で
用
い
ら
れ
て
お
 
 

り
、
結
果
密
教
の
伝
書
の
中
で
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
寛
助
の
『
別
 
 

（
1
2
）
 
行
抄
』
巻
七
 
「
二
十
七
宿
三
九
秘
法
」
中
に
み
ら
れ
る
も
の
を
挙
げ
る
。
 
 

了
解
さ
れ
る
通
り
、
一
定
の
文
型
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
。
内
容
的
な
特
徴
と
し
て
、
「
十
 
 

二
月
絡
三
十
六
禽
」
と
い
っ
た
陰
陽
道
関
係
の
存
在
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
 
 
 

右
に
は
「
行
疫
流
行
神
」
「
行
疫
神
」
の
名
が
見
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
現
れ
る
も
の
 
 

奉
請
大
梵
天
王
帝
繹
天
主
。
日
天
月
天
食
狼
星
巨
門
星
禄
存
星
文
曲
星
廉
貞
星
破
 
 

軍
星
。
七
曜
九
執
二
十
八
宿
。
十
二
月
終
三
十
六
禽
。
闇
魔
法
王
五
道
冥
官
。
大
 
 

山
府
君
司
命
司
録
天
神
地
祇
。
皆
来
就
坐
受
我
祀
貧
。
 
 

願
哀
垂
納
受
功
徳
乞
延
年
益
寿
 
 

如
上
の
よ
う
に
密
教
資
料
の
中
に
「
行
疫
神
」
∴
行
疫
流
行
神
」
 
は
出
現
す
る
わ
け
 
 

で
あ
る
が
、
特
に
多
く
現
れ
る
の
が
、
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）
 
頃
に
編
ま
れ
た
『
行
 
 

（
1
4
）
 
 

林
抄
』
で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
九
例
の
用
例
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
こ
ま
で
見
 
 

て
き
た
伝
書
は
皆
東
密
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
台
密
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
 
 

特
筆
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
台
密
最
大
の
秘
怯
で
あ
る
「
織
盛
光
法
」
に
つ
い
て
、
「
私
云
」
 
 

と
し
て
七
十
七
尊
に
北
斗
七
星
・
山
王
な
ど
と
な
ら
ん
で
 
「
行
疫
」
 
を
加
え
る
場
合
に
 
 

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
 
（
「
焼
盛
光
法
」
七
十
鯨
尊
名
数
）
。
又
 
 

件
の
神
仏
列
挙
の
定
型
の
形
で
出
て
く
る
も
の
と
し
て
は
 
「
地
天
法
」
 
に
 
 

（
1
3
）
 
 

と
し
て
実
運
の
『
秘
蔵
金
賞
紗
』
巻
七
「
ヤ
マ
デ
ー
バ
」
法
（
原
梵
字
、
焔
魔
捷
婆
法
）
 
 

の
祭
文
を
見
よ
う
。
 
 

と
あ
ら
わ
れ
る
他
、
「
羅
刺
天
法
」
勧
請
文
・
「
安
鎮
法
」
 
祭
文
等
に
も
見
ら
れ
る
。
興
 
 
 

敬
白
l
衰
言
教
主
大
日
如
来
。
十
方
三
世
諸
仏
菩
薩
唾
。
梵
天
帝
樺
。
四
大
天
王
。
 
 

焔
魔
按
王
。
泰
山
府
君
。
司
命
司
録
。
五
道
大
神
冥
官
冥
衆
。
割
判
何
劇
神
 

而
言
。
（
後
略
）
 
 

至
心
護
請
 
堅
牢
地
天
 
 

西
方
白
帝
 
北
方
黒
帝
 
 

マ
マ
 
 

青
龍
白
帝
 
朱
雀
玄
武
 
 

王
城
鎮
守
 
諸
大
明
神
 
 

方
維
主
託
 
竜
神
井
神
 
 

受
此
供
養
 
某
甲
所
願
 
 大

柳
功
徳
 
中
央
黄
帝
 
 

十
二
神
将
 
日
遊
月
殺
 
 

六
甲
禁
評
 
土
府
伏
龍
 
 

判
利
和
樹
 

庫
蔵
厩
廊
 
門
戸
等
神
 
 

如
意
満
足
 
請
車
輪
 
 

東
方
育
帝
 
 

将
軍
大
歳
 
 

普
天
率
土
 
 

巌
石
地
溝
 
 

輿
諸
寄
属
 
 

南
方
赤
帝
 
 

黄
幡
豹
尾
 
 

大
小
神
祇
 
 

草
木
叢
林
 
 

降
修
道
場
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と
な
っ
て
い
て
、
通
常
「
行
疫
流
行
神
」
 
以
前
に
あ
ら
わ
れ
る
閣
魔
・
太
山
府
君
と
い
 
 

っ
た
冥
官
系
神
格
や
山
王
権
現
と
い
っ
た
日
本
の
神
格
よ
り
先
に
 
「
行
疫
流
行
神
」
が
 
 

あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
台
密
儀
式
に
お
け
る
「
行
疫
流
行
神
」
、
更
 
 

に
踏
み
込
ん
で
い
う
な
ら
ば
同
時
代
の
仏
教
に
お
け
る
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
の
位
置
づ
け
 
 

は
実
は
想
像
以
上
に
重
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

そ
の
点
で
「
焔
魔
天
法
」
裏
書
に
「
焔
魔
天
秘
法
」
と
し
て
示
さ
れ
る
印
契
中
に
「
大
 
 

神
印
」
・
「
五
道
大
神
印
」
と
な
ら
ん
で
、
「
行
疫
神
印
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
 
 

る
。
裏
書
で
あ
っ
て
『
行
林
抄
』
編
者
静
然
の
記
述
で
あ
る
か
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
 
 

表
の
発
願
文
に
は
冥
官
系
神
格
が
列
挙
さ
れ
る
も
の
の
「
行
疫
神
」
は
挙
げ
ら
れ
な
い
 
 

（
1
■
、
こ
 
こ
と
か
ら
、
無
視
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

－
－
【
n
）
 
 
さ
ら
に
密
教
伝
書
以
外
で
『
今
昔
物
語
集
』
編
纂
前
後
の
資
料
と
し
て
、
『
朝
野
群
載
』
 
 

巻
三
 
（
文
筆
下
・
祭
文
）
中
の
、
藤
原
令
明
作
「
地
神
供
祭
文
」
 
（
「
関
白
藤
原
忠
実
地
 
 

神
供
祭
文
」
）
 
に
先
程
来
見
て
き
た
よ
う
な
文
面
が
見
ら
れ
る
。
 
 

敬
テ
奉
始
八
方
神
天
天
一
太
白
大
将
軍
王
相
。
大
歳
八
神
・
行
疫
流
行
神
等
ノ
年
中
 
 

ノ
一
切
神
祇
・
冥
道
闇
魔
法
王
・
五
道
大
臣
・
太
山
府
君
・
伺
命
伺
録
等
ノ
ー
切
 
 
 

冥
官
冥
類
・
聖
歓
喜
天
・
大
黒
天
神
・
堅
牢
地
神
・
五
帝
竜
神
・
山
王
三
聖
王
子
 
 
 

春
属
・
赤
山
明
神
・
昔
所
権
現
王
城
鏡
主
諸
大
明
神
・
蕾
所
主
託
護
法
神
等
。
日
 
 
 

本
国
中
有
勢
無
勢
巳
知
印
未
知
印
権
実
二
類
。
線
テ
普
天
率
土
ノ
一
切
天
神
地
祇
 
 

乃
至
一
切
ノ
夜
叉
・
部
他
南
・
餓
鬼
。
鬼
類
マ
テ
モ
申
シ
テ
言
サ
ク
（
後
略
）
 
 

味
深
い
の
は
 
「
神
供
」
勧
請
文
に
 
 

維
永
久
五
年
歳
次
丁
酉
八
月
丙
辰
十
二
日
丁
卯
。
南
峰
浮
川
大
日
本
国
関
白
従
一
 
 

位
藤
原
朝
臣
某
蹄
命
稽
首
。
敬
白
二
理
智
不
二
。
清
浄
法
身
。
摩
詞
毘
慮
遮
那
如
来
。
 
 

三
世
十
方
。
一
切
諸
悌
。
一
切
頂
輪
王
菩
薩
。
地
前
地
上
。
諸
大
薩
壇
。
啓
開
・
覚
。
 
 

諸
賢
聖
衆
。
別
白
本
尊
海
食
。
一
字
金
輪
。
仏
法
護
持
。
多
聞
天
王
。
堅
牢
地
神
。
 
 
 

部
類
春
属
。
五
帝
龍
王
。
十
二
月
絡
諸
天
曜
宿
。
冥
官
冥
類
。
日
遊
月
飾
。
将
軍
 
 

大
歳
。
黄
幡
。
豹
尾
。
王
土
地
神
。
青
龍
白
虎
。
朱
雀
玄
武
。
六
甲
禁
口
諸
神
。
 
 
 

王
城
鎮
守
。
諸
大
明
神
。
司
融
鬼
神
筍
菖
。
（
後
略
）
 
 
 

（
1
7
）
 
 

『
富
家
語
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
（
永
久
年
間
）
忠
実
が
高
倉
殿
を
新
造
し
よ
う
と
し
 
 

た
所
、
白
河
院
が
不
吉
な
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
鴨
院
を
 
 

新
造
す
る
こ
と
に
な
っ
た
 
（
『
富
家
語
』
三
八
話
、
保
元
二
年
）
。
そ
の
鴨
院
新
造
に
伴
 
 

（
1
日
）
 
 

う
地
神
供
（
『
殿
暦
』
永
久
五
年
八
月
十
二
日
粂
）
の
祭
文
の
冒
頭
部
分
が
、
右
の
文
章
 
 

で
あ
る
。
現
れ
る
神
仏
こ
そ
多
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
資
料
と
共
通
し
た
定
 
 

型
的
文
章
と
言
っ
て
良
い
。
又
密
教
乃
至
仏
教
的
儀
式
の
中
で
用
い
ら
れ
る
も
の
と
い
 
 

う
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
特
に
『
行
林
抄
』
の
 
「
地
天
供
」
 
の
も
の
と
は
共
通
す
る
 
 

部
分
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
具
体
的
に
ど
の
様
な
修
法
を
誰
が
行
っ
て
い
る
の
か
 
 

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
諸
史
料
中
か
ら
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
、
 
 

忠
実
の
崇
敬
を
受
け
多
く
の
修
法
を
行
っ
て
い
る
行
勝
（
『
殿
暦
』
）
や
、
忠
実
が
増
誉
 
 

・
隆
明
と
い
っ
た
最
高
の
験
着
た
ち
よ
り
も
「
近
ハ
其
験
勝
欺
」
と
す
る
行
尊
（
『
富
家
 
 

語
』
二
九
話
）
が
活
躍
し
て
い
る
。
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
こ
の
場
合
も
彼
等
が
修
法
を
 
 

行
っ
た
可
能
性
が
少
な
く
な
い
。
仮
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
両
人
と
も
に
寺
門
の
出
 
 

で
あ
り
、
こ
の
祭
文
は
三
井
寺
系
の
定
型
を
ふ
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
 
 

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
祭
文
に
お
い
て
は
「
行
疫
流
行
。
一
切
鬼
神
等
」
 
 

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
行
疫
流
行
神
」
が
「
鬼
神
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
と
い
 
 

う
こ
と
も
興
味
深
い
。
 
 
 

再
度
東
密
か
ら
も
う
一
例
特
殊
な
例
を
見
て
お
こ
う
。
覚
成
記
・
守
覚
法
親
王
編
の
 
 

『
澤
で
あ
る
。
『
澤
紗
』
に
は
三
例
、
「
行
疫
神
」
の
形
で
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
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他
の
伝
書
に
は
こ
の
様
な
 
「
行
疫
神
」
 
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
ず
、
特
殊
な
記
事
と
 
 

い
え
る
が
、
「
行
疫
神
」
が
不
動
明
王
と
同
列
に
あ
つ
か
わ
れ
、
か
つ
は
「
五
頭
天
王
也
」
 
 

と
さ
れ
る
点
で
、
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
陰
陽
道
で
「
疫
神
」
が
、
東
密
で
 
「
行
疫
神
」
、
台
密
 
 

で
 
「
行
疫
神
」
・
「
行
疫
流
行
神
」
 
の
両
方
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
た
 
 

だ
し
、
東
密
で
必
ず
し
も
「
行
疫
流
行
神
」
 
を
用
い
な
か
っ
た
訳
で
も
な
い
よ
う
で
あ
 
 

る
。
例
え
ば
次
の
様
な
例
を
見
て
み
よ
う
。
 
 
 

そ
の
中
で
 
「
転
位
輸
法
」
瞳
事
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

敬
白
 
 
 

抑
三
密
修
行
之
所
吉
祥
御
願
之
糊
ナ
レ
ハ
仏
法
護
持
法
味
喰
受
之
ノ
為
。
降
臨
影
向
シ
給
 
 
 

ラ
ム
外
金
剛
部
護
法
天
等
・
三
界
所
有
天
衆
地
類
法
事
、
荘
厳
令
奉
ラ
ム
。
殊
別
ハ
護
持
 
 
 

星
王
・
御
本
命
元
神
・
昔
年
属
星
・
諸
宿
曜
等
・
村
村
矧
川
］
珂
叫
珂
神
等
・
部
類
管
 
 
 

属
惣
テ
ハ
奉
始
八
幡
大
菩
薩
・
王
城
鎮
守
諸
大
明
神
乃
至
六
十
余
州
普
天
率
土
有
勢
 
 
 

無
勢
大
小
一
切
神
祇
・
冥
道
法
事
、
荘
厳
威
光
倍
増
ノ
為
。
、
惣
神
分
二
般
若
心
経
 
 
 

打
 
大
般
若
経
名
打
。
金
輪
聖
王
天
地
長
久
ノ
御
為
。
、
「
カ
ヒ
ル
サ
ナ
賓
号
打
 
金
 
 

剛
手
菩
薩
打
 
大
聖
不
動
明
王
打
。
（
後
略
）
 
 

（
2
0
）
 
 

こ
れ
は
金
沢
文
庫
に
保
管
さ
れ
る
称
名
寺
聖
教
中
の
『
表
白
神
分
等
』
と
い
う
樹
形
本
 
 

中
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
東
密
の
一
つ
の
中
心
で
あ
っ
た
称
名
寺
の
聖
教
中
 
 

彼
睡
廻
於
二
計
而
上
蓋
十
大
薬
叉
形
。
下
塞
三
大
龍
王
三
大
天
后
井
日
本
神
等
。
 
 

（
中
略
）
又
睦
中
入
白
紙
若
絹
童
怨
家
形
踊
現
川
於
雨
足
怨
家
姓
名
記
之
掴
…
又
重
用
 
 

矧
神
像
調
而
令
踏
怨
家
頭
。
又
塞
不
動
尊
像
令
踏
其
腹
中
也
鮒
閑
…
摘
錮
…
。
 
 

に
こ
の
よ
う
な
「
行
疫
流
行
神
」
の
用
例
が
あ
る
こ
と
、
「
神
分
」
と
い
う
神
に
か
か
わ
 
 

る
儀
式
次
第
中
に
 
「
行
疫
流
行
神
」
が
現
れ
る
こ
と
等
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
 
 

し
、
一
具
の
全
貌
が
分
か
つ
て
い
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
柵
形
本
は
修
法
や
儀
式
次
第
 
 

ご
と
に
分
け
て
綴
ら
れ
る
伝
審
で
あ
る
関
係
で
、
多
く
ツ
レ
文
書
を
伴
う
も
の
で
あ
る
 
 

が
、
筆
者
の
調
査
に
よ
る
限
り
に
お
い
て
は
こ
の
文
書
が
単
独
の
も
の
で
あ
る
の
か
あ
 
 

る
い
は
如
何
な
る
文
書
と
ツ
レ
の
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
不
明
で
あ
る
こ
 
 

と
、
さ
ら
に
は
こ
の
文
書
が
鎌
倉
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
先
に
了
解
 
 

さ
れ
た
事
柄
が
ど
の
あ
た
り
ま
で
『
今
昔
物
語
集
』
編
纂
期
に
適
用
可
能
で
あ
る
か
に
 
 

つ
い
て
猶
判
然
と
し
な
い
憾
み
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
資
料
に
よ
れ
 
 

ば
当
時
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
を
 
「
ぎ
ょ
う
や
く
る
ぎ
ょ
う
じ
ん
」
 
と
発
音
し
て
い
た
ら
し
 
 

い
と
い
う
こ
と
を
〓
言
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
 
 
 

以
上
が
密
教
関
係
資
料
に
あ
ら
わ
れ
た
 
「
行
疫
神
」
・
「
行
疫
流
行
神
」
 
に
つ
い
て
の
 
 

あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
 
 
 

続
い
て
密
教
伝
書
等
か
ら
は
な
れ
て
、
再
び
起
請
文
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
 
 

起
請
文
に
お
け
る
 
「
行
疫
神
」
・
「
行
疫
流
行
神
」
 
出
現
の
初
例
は
、
竹
居
明
夫
氏
が
有
 
 

史
以
来
一
三
三
三
年
に
至
る
ま
で
の
起
請
文
の
神
文
・
罰
文
を
ま
と
め
ら
れ
た
 
「
起
請
 
 

（
2
1
）
 
 

文
等
神
文
罰
文
集
成
な
ら
び
に
索
引
（
稿
）
」
 
（
こ
～
（
五
）
に
収
載
さ
れ
た
も
の
を
 
 

見
る
限
り
、
文
永
三
年
 
〓
二
六
六
）
 
十
二
月
十
七
日
付
の
 
「
東
大
寺
世
親
講
衆
連
署
 
 

起
請
文
」
 
（
整
理
番
号
一
七
四
）
 
に
 
 

（
前
略
）
奉
始
大
仏
二
四
王
・
八
幡
三
所
、
仏
法
擁
護
春
日
権
現
・
当
時
勧
請
 
 

八
大
明
神
・
天
照
大
神
・
賀
茂
・
北
野
・
熊
野
権
現
・
十
万
金
剛
童
子
・
一
万
 
 

春
属
・
都
大
日
本
国
中
有
勢
無
勢
大
小
神
祇
、
当
割
判
相
痢
浦
和
袖
等
、
七
曜
九
 
 

曜
、
二
十
八
宿
、
十
方
三
世
、
殊
二
月
堂
観
音
世
親
菩
薩
、
自
宗
高
祖
誇
大
師
 
 

等
 
（
後
略
）
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と
出
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
永
仁
四
年
〓
二
九
大
）
 
九
月
十
七
日
付
 
（
整
理
番
号
 
 

三
二
こ
・
正
安
元
年
 
〓
二
九
九
）
 
三
月
二
十
七
日
付
 
（
整
理
番
号
三
三
三
）
・
文
保
 
 

二
年
（
一
三
一
八
）
十
二
月
二
十
六
日
付
（
整
理
番
号
四
四
三
）
・
元
徳
二
年
〓
三
三
 
 

（
ウ
】
2
）
 
 

○
）
 
四
月
二
十
七
日
付
 
（
整
理
番
号
五
二
三
）
 
と
続
く
。
初
例
の
出
現
が
一
二
六
六
年
 
 

と
『
今
昔
物
語
集
』
編
纂
期
よ
り
百
年
以
上
遅
い
と
い
う
こ
と
は
、
頭
に
入
れ
て
お
か
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
又
こ
れ
ら
全
て
が
実
は
所
蔵
・
所
在
は
別
で
あ
っ
て
も
 
 

皆
、
東
大
寺
文
書
か
ら
出
て
い
る
こ
と
、
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
 
の
一
例
（
「
当
時
所
 
 

流
布
之
行
疫
神
之
神
罰
」
）
を
除
け
ば
他
の
用
例
は
「
当
年
行
疫
流
行
神
」
の
形
で
あ
る
 
 

こ
と
も
注
意
を
要
す
る
。
東
大
寺
文
書
の
相
対
的
な
膨
大
さ
に
よ
る
も
の
と
は
言
い
な
 
 

が
ら
、
あ
る
い
は
時
代
の
問
題
は
残
り
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
起
請
文
に
お
け
る
「
行
疫
神
」
 
 

∴
行
疫
流
行
神
」
も
又
仏
教
的
な
背
景
を
指
摘
し
得
、
か
つ
逆
に
時
代
的
な
面
か
ら
見
 
 

る
な
ら
ば
先
程
見
た
称
名
寺
聖
教
中
の
用
例
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
言
え
る
よ
う
に
 
 

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
本
章
の
締
め
く
く
り
に
こ
こ
ま
で
を
総
合
し
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
 
 
 

「
行
疫
神
∵
「
行
疫
流
行
神
」
 
の
用
例
は
仏
教
的
文
書
に
多
く
現
れ
る
。
管
見
に
入
 
 

っ
た
限
り
の
資
料
に
お
い
て
は
鎌
倉
末
期
に
近
づ
く
程
に
用
例
が
増
え
る
傾
向
が
見
ら
 
 

れ
る
。
そ
の
中
で
も
密
教
伝
書
特
に
『
行
林
抄
』
に
そ
れ
は
顕
著
で
あ
る
。
言
及
さ
れ
 
 

る
に
あ
た
っ
て
は
闇
魔
天
や
羅
剰
天
に
関
わ
る
資
料
に
多
く
見
ら
れ
、
基
本
的
に
神
仏
 
 

列
挙
の
末
尾
近
く
に
加
え
ら
れ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
よ
り
早
く
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
 
 

あ
る
。
陰
陽
道
に
お
け
る
重
要
性
と
そ
の
関
わ
り
は
少
な
く
な
い
と
推
定
さ
れ
る
が
、
 
 

資
料
の
少
な
さ
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
現
在
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
。
既
に
先
覚
 
 

が
指
摘
す
る
と
お
り
「
五
頭
天
王
」
す
な
わ
ち
「
牛
頭
天
王
」
と
の
関
わ
り
も
資
料
中
 
 

（
2
3
）
 
か
ら
窺
え
る
。
 
 
 

以
上
を
総
合
す
る
な
ら
ば
、
「
行
疫
流
行
神
」
及
び
「
行
疫
神
」
は
同
時
代
的
な
仏
教
 
 

に
と
つ
て
無
視
で
き
な
い
、
仏
教
的
意
味
合
い
・
背
景
の
濃
い
存
在
と
み
な
す
こ
と
が
 
 

可
能
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

四
、
巻
二
十
七
第
十
一
に
つ
い
て
の
考
察
 
 

こ
こ
で
は
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
に
つ
い
て
如
上
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
時
、
巻
 
 

二
十
七
第
十
一
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
新
た
な
見
方
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
 
 

つ
い
て
述
べ
て
行
く
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
巻
二
十
七
第
十
一
に
つ
い
て
二
話
一
類
の
点
か
ら
落
着
し
な
い
部
分
が
あ
 
 

っ
た
の
は
、
「
神
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
「
鬼
」
に
分
類
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
 
 

が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
行
疫
流
行
神
」
の
闇
魔
天
・
羅
剰
 
 

天
・
冥
官
等
と
の
親
和
性
に
よ
っ
て
一
応
の
説
明
が
つ
く
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
右
 
 

に
あ
げ
た
存
在
中
間
魔
天
お
よ
び
冥
官
は
地
獄
や
冥
界
と
い
っ
た
も
の
と
の
つ
な
が
り
 
 

に
お
い
て
「
鬼
」
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
羅
剰
は
、
巻
二
十
七
に
お
い
て
「
鬼
」
か
「
鬼
」
 
 

で
な
い
か
の
判
別
の
一
つ
の
基
準
と
さ
れ
る
 
「
人
を
食
べ
る
」
 
乃
至
 
「
人
を
殺
す
」
 
と
 
 

い
う
特
徴
を
同
じ
く
有
し
た
存
在
と
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
中
で
あ
つ
か
わ
れ
、
か
つ
 
 

（
2
4
）
 
 

「
鬼
」
 
と
表
現
さ
れ
る
場
合
が
『
今
昔
物
語
集
』
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
 
 

ら
闇
魔
天
・
羅
剃
天
・
冥
官
等
は
天
部
あ
る
い
神
と
称
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
 
 

同
時
に
 
「
鬼
」
 
の
特
徴
を
備
え
た
存
在
と
言
え
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
と
同
じ
カ
 
 

テ
ゴ
リ
に
入
る
と
考
え
ら
れ
る
「
行
疫
流
行
神
」
 
は
、
や
は
り
同
じ
よ
う
に
「
鬼
」
と
 
 

「
神
」
 
の
境
界
的
存
在
と
し
て
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
の
境
界
性
は
、
実
は
思
わ
ぬ
文
献
か
ら
も
傍
証
が
可
能
で
あ
 
 

（
2
5
）
 
 

る
。
そ
れ
は
末
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
雲
笈
七
簸
』
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
末
代
の
道
蔵
 
 

『
大
宋
天
宮
宝
蔵
』
を
編
ん
だ
張
君
房
が
そ
の
精
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
当
時
の
道
 
 

蔵
の
内
容
を
窺
わ
せ
る
重
要
か
つ
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
末
に
「
太
上
天
童
経
 
 

霊
験
録
」
が
収
め
ら
れ
、
そ
こ
に
「
行
病
鬼
王
」
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
行
 
 

病
鬼
王
」
は
「
吹
食
生
人
、
英
知
其
数
」
と
さ
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
 
 
 



2
 
 

8
 
 

城
 
 

船
 
 

き
た
巻
二
十
七
に
お
け
る
「
鬼
」
 
の
条
件
と
良
く
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
 
 

巻
二
十
七
第
十
一
に
戻
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
「
行
疫
流
行
神
」
の
こ
の
よ
う
な
性
質
は
 
 

言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
来
同
根
乃
至
類
縁
だ
っ
た
と
思
し
き
存
在
の
、
海
を
挟
ん
だ
 
 

分
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
本
来
よ
り
「
鬼
」
的
存
 
 

在
で
あ
っ
た
 
「
行
疫
流
行
神
」
が
少
し
ず
つ
 
「
神
」
側
に
動
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
 
 

い
る
で
あ
ろ
う
。
時
代
的
背
景
を
考
え
れ
ば
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
い
わ
ゆ
る
「
中
世
の
 
 

先
き
取
り
」
 
現
象
と
相
保
っ
て
、
そ
れ
が
日
本
に
お
け
る
神
の
概
念
の
変
化
あ
る
い
は
 
 

確
立
と
関
わ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。
 
 
 

あ
る
い
は
む
し
ろ
先
程
の
見
方
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
こ
れ
ま
で
巻
二
十
七
を
論
ず
る
 
 

に
際
し
て
先
行
研
究
が
示
し
た
カ
テ
ゴ
リ
分
け
は
妥
当
と
言
え
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
 
 

時
に
よ
り
大
き
な
「
鬼
神
」
 
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
で
さ
ら
に
括
り
な
お
せ
る
も
の
で
あ
 
 

（
2
6
）
 
 

っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
 
 
 

以
上
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
今
の
と
こ
ろ
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
が
巻
t
一
十
七
第
十
一
に
 
 

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
そ
の
「
鬼
」
と
「
神
」
と
の
境
界
的
性
格
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
 
 

そ
の
意
味
で
は
問
題
が
な
く
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
行
疫
流
行
神
」
 
に
つ
い
て
の
仏
教
的
 
 

位
置
付
け
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
巻
二
十
七
第
十
一
は
仏
教
的
 
 

背
景
を
持
つ
、
と
結
論
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

五
、
お
わ
り
に
 
 

「
行
疫
流
行
神
」
 
に
つ
い
て
分
析
を
す
す
め
る
こ
と
で
、
巻
二
十
七
第
十
一
に
つ
い
 
 

て
新
た
な
側
面
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
が
巻
二
十
七
に
つ
い
て
ど
の
よ
 
 

う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
 
 
 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
巻
二
十
七
に
つ
い
て
、
「
行
疫
流
行
神
」
が
 
「
鬼
」
と
 
 
 

「
神
」
 
と
の
境
界
的
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
実
は
巻
二
十
七
に
 
 

つ
い
て
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
「
鬼
」
・
「
霊
」
∴
精
」
・
「
野
猪
」
∴
野
干
（
狐
）
」
・
「
神
」
 
 

の
五
つ
の
種
別
は
先
行
研
究
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
必
ず
し
も
強
固
で
な
く
、
巻
二
十
七
 
 

の
中
で
も
少
し
く
そ
の
扱
い
に
差
異
が
あ
る
と
t
亨
え
る
の
で
は
な
い
か
。
巻
t
一
十
七
の
 
 

一
つ
の
特
性
が
『
今
昔
物
語
集
』
編
者
の
手
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
存
在
を
弁
別
し
て
ゆ
 
 

く
こ
と
に
あ
る
時
、
そ
う
し
た
揺
れ
が
あ
っ
て
不
思
議
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
 
 

る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
未
詳
と
い
え
る
。
 
 
 

さ
ら
に
は
、
本
朝
部
乃
至
『
今
昔
物
語
集
』
全
体
の
編
纂
意
識
の
問
題
が
あ
る
。
『
今
 
 

昔
物
語
集
』
研
究
史
、
特
に
こ
こ
三
十
年
程
に
お
い
て
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
い
わ
ゆ
 
 

る
本
朝
世
俗
部
の
後
半
巻
即
ち
巻
二
十
六
～
巻
三
十
一
に
つ
い
て
、
王
権
を
め
ぐ
る
問
 
 

題
意
識
を
重
視
し
、
相
対
的
に
そ
の
仏
教
的
な
基
礎
乃
至
背
景
を
限
定
的
に
見
る
と
い
 
 

う
立
場
が
有
力
で
あ
っ
た
。
 
 
 

殊
に
巻
二
十
七
に
つ
い
て
は
、
仏
教
に
関
わ
る
存
在
が
殆
ど
出
て
こ
な
い
こ
と
等
か
 
 

ら
、
仏
教
的
背
景
を
問
う
考
察
は
殆
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
良
い
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
巻
t
一
十
七
に
仏
教
的
背
景
が
有
る
と
 
 

考
え
る
こ
と
で
よ
り
明
確
に
な
る
事
柄
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
又
事
実
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

仮
に
巻
二
十
七
に
仏
教
的
背
景
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
筆
者
が
既
に
 
 

（
っ
・
7
）
 
 

論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
本
朝
世
俗
部
後
半
巻
ひ
い
て
は
本
朝
部
全
体
に
仏
教
的
な
意
識
 
 

を
指
摘
で
き
る
も
の
も
の
と
思
わ
れ
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
編
纂
意
識
に
つ
い
て
の
、
こ
 
 

れ
ま
で
の
い
わ
ば
二
元
論
的
見
方
か
ら
、
ゆ
る
や
か
な
一
元
論
的
見
方
へ
の
転
換
が
起
 
 

こ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

も
っ
と
も
、
以
上
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
日
上
に
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
を
確
 
 

認
す
る
局
面
に
至
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
今
後
更
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
 
 

言
を
ま
た
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
は
引
き
続
き
次
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
て
 
 

ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。
さ
り
な
が
ら
猶
こ
れ
ま
で
見
出
さ
れ
得
な
か
っ
た
巻
二
十
七
に
 
 

関
す
る
新
た
な
可
能
性
が
 
「
行
疫
流
行
神
」
 
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
 
 

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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今
一
度
「
行
疫
流
行
神
」
 
が
仏
教
的
背
景
の
中
で
 
「
鬼
」
 
と
親
和
性
を
有
し
、
か
 
 

つ
そ
の
こ
と
で
巻
二
十
七
が
無
理
な
く
読
め
る
こ
と
を
確
認
し
、
本
稿
の
結
論
と
し
た
 
 

＼
 
0
 
 

－
＝
Y
 
 

［
注
］
 
 『

今
昔
物
語
集
の
生
成
』
「
霊
気
と
秩
序
」
 
（
森
正
人
、
和
泉
書
院
、
一
九
八
六
）
、
『
今
昔
物
語
 
 

集
』
五
「
各
巻
解
説
∵
「
巻
末
解
説
」
 
（
森
正
人
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
 
 

一
九
九
六
）
 
及
び
『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』
「
組
織
構
成
の
展
開
」
 
（
小
峯
和
明
、
笠
間
 
 

書
院
初
版
一
九
八
五
、
補
訂
版
一
九
九
三
）
等
参
照
。
 
 

『
今
昔
物
語
集
』
五
 
（
森
正
人
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
）
 
 

『
今
昔
物
語
集
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
小
峯
和
明
編
著
、
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
四
）
、
猶
、
 
 

小
峯
氏
は
『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』
に
お
い
て
、
巻
二
十
七
第
十
一
を
 
「
霊
」
 
の
話
と
 
 

す
る
。
注
一
に
挙
げ
た
小
峯
氏
に
よ
る
分
類
と
第
十
一
の
表
題
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
同
 
 

時
に
第
十
二
を
 
「
鬼
」
 
の
話
と
し
て
お
り
、
第
十
二
の
内
容
・
表
題
と
小
峯
氏
の
分
類
か
ら
考
 
 

え
て
、
そ
れ
ら
の
扱
い
に
は
猶
疑
問
が
残
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

『
今
昔
物
語
集
宇
治
拾
遺
物
語
必
携
』
（
三
木
紀
人
編
著
、
学
燈
社
、
一
九
八
八
）
 
 

『
今
昔
物
語
集
』
四
 
（
馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
稲
垣
泰
一
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
全
集
、
 
 

小
学
館
、
二
〇
〇
二
）
 
 

『
起
請
文
の
精
神
史
－
中
世
世
界
の
神
と
仏
』
（
佐
藤
弘
夫
、
講
談
社
メ
チ
エ
、
講
談
社
、
二
 
 

〇
〇
六
）
。
猶
こ
の
他
の
起
請
文
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
千
々
和
到
氏
や
竹
居
明
男
氏
に
多
 
 

く
の
御
論
考
が
あ
る
（
竹
居
氏
に
つ
い
て
は
注
2
1
も
参
照
）
。
 
 

『
平
安
遺
文
』
（
竹
内
理
三
編
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
四
七
－
一
九
八
〇
）
 
 

『
東
大
寺
封
戸
荘
園
井
専
用
帳
』
（
天
暦
四
年
、
〇
二
五
七
番
、
東
南
院
文
事
三
ノ
三
十
二
）
 
 

な
ら
び
に
『
造
末
寺
牢
終
帳
』
（
長
保
二
牛
、
〇
四
〇
五
番
、
末
寺
文
書
甲
）
 
の
用
例
 
 

『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
（
中
村
嘩
八
、
汲
古
書
院
、
t
九
八
五
）
 
 

筑
波
大
学
蔵
『
教
燵
文
書
 
ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
（
マ
イ
ク
ロ
紙
焼
）
 
 

「
教
壇
と
道
教
」
 
（
金
岡
照
光
、
『
道
教
 
3
』
、
酒
井
康
順
・
山
崎
宏
・
木
村
英
一
・
酒
井
忠
 
 

夫
監
修
、
平
河
出
版
、
一
九
八
八
）
 
 

『
別
行
抄
』
（
寛
助
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
八
巻
、
大
蔵
出
版
、
一
九
三
二
）
 
 

『
秘
蔵
金
賓
抄
』
（
実
運
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
八
巻
、
大
蔵
出
版
、
一
九
三
二
）
 
 

1
4
 
『
行
林
抄
』
（
静
然
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
六
巻
、
大
蔵
出
版
、
一
九
三
こ
 
 

1
5
 
筆
者
の
調
査
で
は
書
誌
が
明
確
な
ら
ざ
る
た
め
、
参
考
と
し
て
こ
こ
で
述
べ
お
く
に
留
め
る
が
、
 
 

十
二
天
供
の
儀
軌
で
あ
る
『
供
養
十
二
天
威
徳
天
報
恩
晶
』
（
不
空
訳
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
 
 

第
二
十
一
巻
、
大
蔵
出
版
、
一
九
二
八
）
 
の
閻
魔
天
に
関
す
る
記
述
に
 
「
焔
魔
天
輿
諸
五
道
冥
 
 

官
太
山
府
君
司
命
相
痢
珊
餓
鬼
等
。
倶
束
入
塩
同
時
受
供
。
」
と
あ
る
。
 
 

1
6
 
『
朝
野
群
戟
』
（
黒
板
勝
美
、
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
）
 
 

1
7
 
『
江
談
抄
・
中
外
抄
・
富
家
語
』
（
後
藤
昭
雄
・
池
上
泡
一
・
山
根
封
助
校
注
、
新
日
本
古
典
 
 

文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
）
 
 

1
8
 
『
殿
暦
』
（
藤
原
忠
実
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
 
 

－
一
九
七
〇
）
 
 

1
9
 
『
澤
抄
』
（
覚
成
記
・
守
覚
法
親
王
編
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
八
巻
、
一
九
三
二
）
 
 

2
0
 
称
名
寺
蔵
・
金
沢
文
庫
保
管
『
表
白
神
分
等
』
（
三
二
八
箱
二
二
五
番
、
柵
形
本
、
鎌
倉
）
 
（
マ
 
 

イ
ク
ロ
紙
焼
）
 
 

2
1
 
「
起
請
文
等
神
文
・
罰
文
集
成
な
ら
び
に
索
引
 
（
稿
）
・
1
貞
永
元
年
〓
二
三
二
）
ま
で
」
 
（
竹
 
 

居
明
男
、
『
人
文
学
』
一
五
八
号
、
同
志
社
大
学
人
文
学
会
、
一
九
九
五
・
〓
）
 
 

「
起
請
文
等
神
文
・
罰
文
集
成
な
ら
び
に
索
引
（
稿
）
 
（
二
）
I
天
福
元
年
〓
二
三
三
）
 
か
 
 

ら
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
ま
で
」
 
（
竹
居
明
男
、
『
人
文
学
』
一
六
〇
号
、
同
志
社
大
学
人
文
 
 

2
2
 
 
「
東
大
寺
世
親
講
衆
連
署
起
請
文
」
 
（
文
永
三
年
 
（
一
l
一
六
六
）
 
十
二
月
二
十
七
日
付
、
鎌
倉
 
 

遺
文
九
六
三
〇
、
整
理
番
号
一
七
四
）
 
 

「
久
長
起
請
文
」
 
（
永
仁
四
年
（
一
二
九
大
）
 
九
月
十
七
日
付
、
鎌
倉
遺
文
一
九
一
四
五
、
百
 
 

巻
本
東
大
寺
文
書
、
整
理
番
号
三
二
〓
 
 

「
貞
玄
起
請
文
」
 
（
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
六
月
二
十
五
日
付
、
鎌
倉
遺
文
二
〇
二
四
五
、
 
 

東
京
大
学
蔵
東
大
寺
文
書
、
整
理
番
号
三
三
三
）
 
 
 

学
会
、
一
九
九
六
・
一
一
）
 
 

「
起
請
文
等
神
文
・
罰
文
集
成
な
ら
び
に
索
引
 
（
稿
）
 
（
三
）
 
 

ら
正
安
二
年
 
（
一
三
〇
〇
）
 
ま
で
」
 
（
竹
居
明
男
、
『
人
文
学
』
 
 

学
会
、
一
九
九
七
・
一
こ
 
 

「
起
請
文
等
神
文
・
罰
文
集
戚
な
ら
び
に
索
引
（
塙
）
 
（
四
）
 
 

ら
文
保
t
一
年
（
一
三
一
八
）
 
ま
で
」
 
（
竹
居
明
男
、
『
人
文
学
』
 
 

学
会
、
l
九
九
八
・
一
一
）
 
 

「
起
請
文
等
神
文
・
罰
文
集
成
な
ら
び
に
索
引
（
稿
）
 
（
五
）
 
 

ら
元
弘
三
年
 
〓
三
三
三
）
 
ま
で
、
付
追
補
」
 
（
竹
居
明
男
、
 
 

大
学
人
文
学
会
、
一
九
九
九
・
l
 
こ
 
 

－
弘
安
六
年
 
（
一
二
八
三
）
 
か
 
 

一
六
二
号
、
同
志
社
大
学
人
文
 
 

－
正
安
三
年
二
三
〇
こ
 
か
 
 

一
六
四
号
、
同
志
社
大
学
人
文
 
 

－
文
保
三
年
 
（
一
三
一
九
）
 
か
 
 

『
人
文
学
』
 
〓
ハ
四
号
、
同
志
社
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「
東
大
寺
衆
徒
連
署
起
請
文
」
（
文
保
二
年
〓
三
一
八
）
 
二
万
二
十
六
日
付
、
鎌
倉
遺
文
 
 

二
六
九
一
〇
、
百
巻
本
東
大
寺
文
書
、
整
理
番
号
四
四
三
）
 
 
 

「
憲
朗
・
懐
舜
連
署
起
請
文
」
 
（
正
徳
二
年
〓
三
三
〇
）
四
月
二
十
七
日
付
、
鎌
倉
遺
文
三
 
 

一
〇
二
〇
、
京
都
大
学
蔵
東
大
寺
文
書
、
整
理
番
号
五
二
三
）
 
 

こ
の
と
き
、
「
久
永
起
請
文
」
や
「
東
大
寺
衆
徒
連
署
起
請
文
」
中
の
神
仏
中
に
同
時
に
「
砥
 
 

園
」
 
の
名
が
見
え
る
こ
と
は
、
「
行
疫
流
行
神
」
と
牛
頭
天
王
の
関
係
を
考
え
る
時
重
要
で
あ
 
 

ろ
う
。
 
 

例
え
ば
巻
十
七
の
「
籠
鞍
馬
寺
遁
羅
剃
鬼
難
僧
語
第
四
十
三
」
 
で
は
羅
刺
鬼
と
も
鬼
と
も
称
さ
 
 

れ
、
僧
を
食
べ
よ
う
と
す
る
。
巻
十
二
第
二
十
八
の
表
題
は
「
肥
後
書
生
免
羅
刺
難
絡
」
で
あ
 
 

る
が
、
本
文
中
で
は
羅
剰
の
語
は
用
い
ら
れ
ず
鬼
と
の
み
出
、
や
は
り
鬼
は
寄
生
を
食
べ
よ
う
 
 

と
す
る
。
 
 

『
雲
笈
七
鼓
』
（
張
君
房
編
、
李
永
農
点
校
、
道
教
典
籍
選
刊
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
）
。
な
 
 

お
「
行
病
鬼
王
」
の
用
例
は
、
大
正
蔵
本
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
に
も
ー
例
み
ら
れ
、
よ
り
「
行
 
 

疫
流
行
神
」
に
近
い
性
質
を
持
つ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
近
時
尊
経
関
本
の
翻
刻
・
 
 

出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
す
こ
と
と
し
た
い
。
 
 

猶
、
「
神
∵
「
鬼
」
・
「
鬼
神
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
前
田
雅
之
氏
に
「
（
神
〉
 
の
存
在
形
態
－
周
 
 

縁
的
存
在
と
し
て
の
 
（
神
ご
 
（
『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』
（
前
田
雅
之
、
笠
間
啓
院
、
一
九
 
 

九
九
）
）
 
が
あ
る
。
 
 

「
『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
の
仏
教
的
背
景
－
巻
二
十
八
を
め
ぐ
つ
て
」
（
船
城
梓
、
『
日
 
 

本
語
と
日
本
文
学
』
3
9
号
、
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
〇
四
－
八
月
）
な
ら
び
に
「
『
今
 
 

昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
の
仏
教
的
背
景
・
・
t
－
巻
二
十
六
を
め
ぐ
つ
て
」
 
（
敵
城
梓
、
『
日
本
語
と
 
 

日
本
文
学
』
4
1
号
、
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
〇
五
・
八
月
）
 
 

（
ふ
な
ぎ
 
あ
ず
さ
 
筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
 
学
生
）
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